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 要  旨 
 
人間の視覚システムでは，網膜に映る２次元像に基づいて奥行きなどの３次元空間を知覚して
いる．このように 2次元像から３次元空間を知覚できるのは，隠蔽や運動視差などの単眼視奥行
手掛かり，両眼視差や輻輳眼球運動などの両眼視奥行手掛かりを利用して，脳の中で３次元構造
を構成しているからである． 
点群からの運動からの３次元表面の知覚において，奥行き知覚交替という現象が報告されてい
る[1][2][3]．ディスプレイ画面上に散在されたランダムドット群を適切な速度分布をもたせて運
動をさせると，ランダムドットは２次元運動しているにも関わらず，３次元的構造と表面が知覚
される．そして，正弦状の速度分布をもたせた場合には知覚される３次元構造は曲面となり奥に
沈んだり（凹知覚），手前に出っ張ったり（凸知覚），表面の奥行きの知覚交替が生じる．本研究
ではこの奥行き知覚交替が生じる要因として視線移動に着目し検討した．すなわち，人が物を見
る場合には両眼の視線を対象に向けるので，奥行き知覚交替が生じる刺激を観察中にも視線の移
動が生じているのではないかと推測し，視線計測実験を行った．その結果，観察者の知覚状態が
変化するのと同期して，両眼の内転運動である輻輳眼球運動が生じていることが観察された．そ
して，平面的な運動を観察しているときの輻輳の変化よりも，変化の度合いが大きかった．この
ため，奥行き知覚交替時には，輻輳変化のない平面上の視線の移動だけでなく，輻輳変化を伴う
奥行き方向への視線の移動も関係していると考えた． 
 そこで，視線移動を拘束するよう様々の奥行き深さに固視点を設けて知覚状態を観察した．デ
ィスプレイスクリーンの奥や手前の平面上に固視点を置いて観察した場合には，３次元構造が知
覚されにくいことがわかった．また，視線（固視点）方向によって３次元構造の知覚しやすさが
違うことが観察された．更に，動的な固視点を設けた観察では多くの観察者に共通して知覚交替
が生じる条件が見られた．これらのことから，輻輳眼球運動は知覚交替に大いに影響を与えてい
ると推測される． 
 今後より詳細な実験によって検討していくことによって運動知覚や構造知覚のメカニズムを探
るための手掛かりが得られると期待される． 
 
